
序　　　　　文

　広島平和記念碑（原爆ドーム・原爆投下時は広島県産業奨励館）は，１９１５年（大正４年）
４月５日に竣工，同年８月５日に開館した。設計はチェコ人の建築家ヤン・レッツェル（Jan 
Letzel）であった。ヤン・レッツェルの生涯は，１８８０年～１９２５年である。これから紹介するヨ
セフ・チャペックと重なるところも多く，また彼らの関心事（美術）も多くのところで重なっ
ていた。お互い直接的関係があったかどうかはわからない。たまたま筆者の関心が二人を結
びつけたまでである。
　ヨセフ・チャペック（１８８７年～１９４５年）は，チェコの画家でもあり作家でもあった。彼は，
弟のカレル・チャペックとともに，第一次大戦後のチェコスロバキア共和国で活躍した。
　彼の作品の多くを保存し現在に伝えてくれるウルリッヒ・グロホトマンの『近くの歴史（ヨ
セフ・チャペックの生涯史）』から，ヨセフ・チャペックのデッサンの一部を紹介する。
　これらのデッサンは，ドイツ国会議事堂で２０１３年２月に開催された「ジョセフ・チャペッ
ク展」において展示されたものである。展示主催者（責任者）はウルリッヒ・グロホトマン
自身であった。日本でも展示の予定である。そのためのカタログにでもなればとここにその
まま発表することにした。この展示会の実行委員会のメンバーは，ウルリッヒ・グロホトマ
ン，カッセル市の画家シュテファン・ミッツラフ，翻訳者としてテツ・キド氏，それに森島
の４人である。

ヨセフ・チャペック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネス・ウルツィーデル（森島訳）
　
　１９１１年，ヨセフ・チャペックを典型に，新しい知識を熱望する個性が，チェコの絵画に決
定的な影響力を持ち始めた。あらゆる教条主義やドグマから自由に，チャペックは，過去に
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まなざしを向ける芸術家としてではなく，完全に現実に身も心もささげた芸術家として，た
ちどころにその舞台で主導的役割を果たした。彼は自身を造形芸術に限定するのではなく，
一連の文学作品，詩的散文，演劇を絵画と同じく創造的現象としてとらえ，時には彼の弟カ
レル・チャペック（作家であり同時に才能豊かな画家でもあった）と一緒に，絵画を他ジャ
ンルと合わせて構成していった（kontrapunktieren） 。二人は，同時代のフランスのゴンクー
ル兄弟のように，お互い必要な変更を加えつつチェコの現代芸術を制作した。しかし，それ
は，<画家 >ヨセフ・チャペックが文学を，あるいは <小説家 >ジョセフ・チャペックが絵
画を趣味で関係つけたというもではない。むしろ，自身の意図を表現するのに適当と思われ
るあらゆるジャンルの真にチェコで新鮮なるもの，純粋無垢なるものを利用したまでのこと
である。何物にも汚染されていないラディカルな新しいものの追求という観点から，チャペッ
クにおける，そこに表現されるものがもつ，決して即興的なものではない，実験的なもので
はない迅速な手法の変更の自由というものの説明がつく。彼は自信を持って自身の「音」を
貫き通し，自身を性格的に特異なものとして不安視することもなく，自ら奴隷的に誰か他の
芸術家，あるいは学派の形式に従うこともなかった。彼は，まずはドーミエ，それからマティ
ス，ドラン，ピカソ，ブラック，ムンクといった，彼が素晴らしい，正しいと思った芸術家
から学ぶことには頓着しなかった。というのは，彼らへの信仰が彼から自由な息づかいを奪
うなんてことを恐れる必要がなかったからだ。彼は，芸術理論，その問題性をとらえる姿勢
において，すばらしく利発的で思慮深く，また，ゆるぎないものを持っていた。そして，こ
れらの知的な力からのほとんど何も彼の創造的力への浸透力を持ちえなかった。この創造力
の中では，思考力が勝つ要素は微塵もなかった。
　「直観（創造力）とは，核でもなければ皮でもない。それは一度にすべてのものである」
　多くの人は，ヨセフ・チャペックを折衷主義者と思いがちである。チャペックが，その場，
その時にあらゆる媒体に飛びついて自身を見失うようなことがあれば正しいといえもしよう
が。しかし，いかなる状況においても，彼の絵のすべてにおいて正真正銘のチャペックがい
つも存在し，そしてそこに，単純化と明晰さへの彼の大きな衝動，彼の確たる優越性と，と
りわけ彼の社会主張の芸術的特徴が目に見える形で表れているかぎり，彼らは間違っている。
チャペックは折衷的ではない。彼は統合的（synthetisch）なのである。
　ラディカルな現代の認識者として，そして，新しいチェコの世代の教師・指導者として，
ヨセフ・チャペックの重要性はいくら強調されても強調し過ぎることはない。彼は対象を射
抜くような鋭いまなざしで芸術あるいは芸術家の方向性を認識しながら，同時に，自由に，
意志強く頑固に，それを彼自身の民族が持つ形式言語，意味世界に変形していった。そして
彼はいつも自らをもっぱらヨーロッパに関連付けているために，彼はまたチェコの同時代人
にヨーロッパへの門戸を開けることができた。今日，現代のチェコの造形芸術がその土着性
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にもかかわらず，国際的方向性を備え，またいつでも，どこでも入口を見つけ出し，他の創
造領域に比べて地方に縛られることが少ない，といった事柄は，ヨセフ・チャペックに負う
ところが大きいということは否定できない。この功績は，彼が持つ一連の自律した個性によっ
ていることはいうまでもない。
　チャペックから他の国々の時代の開拓者に道が通じているだけではなく，その道は，また
彼のチェコの同時代人，闘いの仲間にも通じる道であった。彼のリアリズム，柔らかい，揺
れ動く丸みがそこに重なっていく特徴的な四角形，彼の絵画の詩的であると同時にあからさ
まなポスター的なもの，形式と内容のジンテーゼに関する彼の卓越した意味づけ，絶えず積
極的な社会的ダイナミズム，こういったものが彼をして，彼の民族にとってのみならず，む
しろそれらが存在している発展段階にとって特別なものとして際立たせている。なぜなら，
彼は，今生きている現代を完全に掬い取る以外の何物も欲していないから。
　彼が認識しなかったテーマは皆無である。強い男，粗野で生々しい男。魅力的な女性的優
雅さ，大都市，田舎の素朴な遊び。彼の都市におけるアメリカナイズされたものの中に同時
に田舎の粗野な力が入り込んでいる。逆に彼の農村のモチーフの中に都会が入り込んでいる。
これは疑いなく現代のチェコそのものである。彼の絵画のすべてにおいて，はっきり見えな
いがしっかり根をおろしている〈ユーモア〉によってチャペックは他に抜き出ている。この
ユーモアは，必要な時には，アイロニー，風刺として研ぎ澄まされる。ユーモアというのは，
重要なる人物の卓越性，より深いエトスであり，今ある自分をより一段階上に高めるために，
間違ったパトスを必要としない真の芸術家の鳥瞰である。

（Johannes Urzidel “Zeitgnössische Maler der Tschen” S．２６-２９ Forum Verlag １９３６）
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